
射水市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定検討会設置要綱 

 （設置） 

第１条 ２０５０年カーボンニュートラル実現に向けた本市の方針及び取組

を検討することを目的に、射水市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策

定検討会（以下「検討会」という。）を置く。 

 （協議事項） 

第２条 検討会は、次に掲げる事項を協議する。 

⑴   射水市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定に関すること。 

⑵   その他カーボンニュートラル実現に向けた取組に関すること。 

⑶   前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 検討会は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員をもって組織

する。 

⑴   学識経験者 

⑵   関係団体の代表者 

⑶   関係行政機関の職員 

⑷   公募委員 

⑸   前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

 （委員） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から計画が策定されるまでの期間とし、委員

がかけた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただ

し、再任を妨げない。 

２ 役職により委嘱された委員が当該役職を退いたときは、委員の職を辞した

ものとする。 

 （会長等） 



第５条 検討会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会議を進行する。 

４ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 検討会の会議は、市長が招集する。 

２ 市長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、意

見を聴取し、又は委員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

 （幹事会） 

第７条 検討会に付すべき事項の調査研究を行うため、検討会に幹事会を置

く。 

２ 幹事会は、幹事長及び幹事をもって組織する。 

３ 幹事長は、市民生活部次長をもって充てる。 

４ 幹事は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

 （事務局） 

第８条 検討会に事務局を置く。 

２ 前項の事務局の庶務は、市民生活部環境課において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、公表の日から施行する。 

 （この告示の失効） 



２ この告示は、令和６年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

別表(第７条関係) 

政策推進課長、未来創造課長、財政課長、資産経営課長、 

市民活躍・文化課長、環境課長、地域福祉課長、商工企業立地課長、 

農林水産課長、都市計画課長、建築住宅課長、河川・港湾課長、 

学校教育課長、上下水道業務課長 

 


